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環境に配慮した土木工事を推進します。

一般廃棄物の発生抑制・削減に努めます。

水使用量の削減に努めます。

環境関連法規及び当社が約束したことを遵守します。

温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減に努めます。
　　　　（電気、ガソリン、軽油）

ごあいさつ

本方針を環境教育、啓発活動を通じて全社員に周知し、社員の意識向上を図ります。

建設現場での産業廃棄物の適正処理及びリサイクルを推進します。

　有限会社三栄テックスは、塗装工事業、防水工事業を主とした建設業を営み、これまで多
くのお客様に支えていただき、堅実に経営を営んでまいりました。
　エコアクション21の認証を取得以降、環境経営システムを構築し運用開始することによっ
て、地球環境に優しい企業として新たな一歩を踏み出しました。
　今後一層全社員に周知徹底し、環境意識を高めることによって環境負荷の低減に積極的
に取り組んで行くことを宣言いたします。

制定日：２０２２年 　１月　１日

      　有限会社三栄テックス

環 境 経 営方 針

　当社において環境問題への取組みは人類共通の課題であることを認識し、企業の社会
的また公共的使命を自覚して、本業である塗装工事業、防水工事業を通じて地球温暖化
問題への取り組みや、持続可能な地域社会システムの構築に貢献いたします。併せて、環
境経営システムの継続的改善を図ってゆきます。

      　　　　代表取締役　辻　尚人
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１．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

有限会社三栄テックス

 　代表取締役　辻　尚人

（２） 所在地

　本社： 〒６７０－０８０３　兵庫県姫路市城見台2丁目1111番地373

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者の氏名と連絡先

責任者 ： 辻　尚人

連絡先 TEL： 079-222-3787   email： info@saneitecs.jp

FAX： 079-284-9807

（４） 事業内容

土木工事業、建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、石工事業

屋根工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、鋼構造物工事業、鉄筋工事業、舗装工事業

しゅんせつ工事業、板金工事業、ガラス工事業、塗装工事業、防水工事業

内装仕上工事業、熱絶縁工事業、建具工事業、水道施設工事業、解体工事業

（５） 事業の規模

会社設立日　： 　平成１６年　３月１８日

資本金　：　　 　３，４００万円

売　上　：　　　１２９，１９５千円　（令和４年７月３１日実績）

本　社：　　　　従業員 　７人

（６） 事業年度

 　８月１日～７月３１日（エコアクションの事業年度は1月～12月）

（７） 建設業許可の内容及び許可番号

許可者 事業の区分 許可番号

兵庫県 特定建設業 ４５９９０３

２．認証・登録の対象範囲

   登録組織名： 有限会社三栄テックス

   対象事業所： 本社

   対象外： なし

   活動： 土木工事業、建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業

屋根工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、塗装工事業、防水工事業

内装仕上工事業、建具工事業

　　　　　    　　　　事務所床面積：　６０㎡　　資材倉庫床面積：120㎡

令和３年７月１９日

許可取得年月日 許可有効期限事業範囲

令和８年７月１８日

土木工事業、建築工事業、
大工工事業、左官工事業、
とび・土工工事業、石工事
業、屋根工事業、タイル・れ
んが・ブロック工事業、鋼構
造物工事業、鉄筋工事業、
舗装工事業、しゅんせつ工
事業、板金工事業、ガラス
工事業、塗装工事業、防水
工事業、内装仕上工事業、
熱絶縁工事業、建具工事
業、水道施設工事業、解体
工事業
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３．エコアクション21環境管理システム実施体制図及び役割・責任・権限表

（本社）

・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

一般社員

工事現場責任者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

・工事現場における緊急事態対応訓練の実施、苦情・要望の受付、環境配慮工事の実施等

・環境活動に関する教育訓練の計画、実行、記録

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・特定された項目の手順書作成

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

環境管理責任者

・環境関連法規制等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境活動の実績集計

・経営における課題とチャンスの明確化

役割・責任・権限

・緊急事態への対応訓練（テスト）の計画、実行

環境事務局

・問題点の発見、是正処置、予防処置の立案と実行管理

工事現場の管理体制

代表者
社長　辻　尚人

配置技術者

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの確認

代表者（社長）

・環境管理責任者の補佐

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境管理責任者を任命

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

代表取締役

環境管理責任者兼
環境事務局

一般社員 資材
倉庫

5 ページ



４．主な環境負荷の実績

単位
２０２1年度
基準年度

２０２2年度

kg-CO2 26,168 26,050

ｋWh 10,583 10,555

L 9,695 9,542

L 55 150

kg 180.0 177

t 27.9 17.4

㎥ 59.0 34.0

５．環境経営目標及びその実績

（１）中長期目標

26,168 25,906 25,645 25,383 25,121 24,860

　 ‐１% ‐２% ‐３% ‐４% ‐５%

kWh 10,583 10,477 10,371 10,266 10,160 10,054

kg-CO2 3,535 3,499 3,464 3,429 3,393 3,358

対基準 ‐１% ‐２% ‐３% ‐４% ‐５%

L 9,695 9,598 9,501 9,404 9,307 9,210

kg-CO2 22,492 22,267 22,042 21,817 21,593 21,368

対基準 ‐１% ‐２% ‐３% ‐４% ‐５%

L 55 54 54 53 53 52

kg-CO2 141 140 139 137 136 134

対基準 ‐１% ‐２% ‐３% ‐４% ‐５%

kg 180.0 178 176 175 173 171

対基準 ‐１% ‐２% ‐３% ‐４% ‐５%

t 27.9 27.6 27.4 27.1 26.8 26.5

（参考値） ‐１% ‐２% ‐３% ‐４% ‐５%

㎥ 59.0 58.4 57.8 57.2 56.6 56.1

対基準 ‐１% ‐２% ‐３% ‐４% ‐５%

件

注） 電力の二酸化炭素排出量への換算係数は、2018年度関西電力公表の調整後排出係数
０．３３４kg-CO2/ｋWｈを使用。

Ⅱ. 廃棄物排出量

二酸化炭素排出量

　ガソリン

　　　   　工事の推進

Ⅰ. 二酸化炭素
　　排出量合計

　電力

　ガソリン使用量
　　の削減

　軽油

　一般廃棄物

項　目

※化学物質については調査中。

２０２２年度 ２０２３年度

　電力使用量の削減

　軽油使用量の削減

 　産業廃棄物の適正処
理

水使用量

　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

Ⅳ. 環境に配慮した

２０２４年度
2021年度
基準年度

２０２５年度

kg-CO2

２０２６年度

廃棄物排出量

　一般廃棄物の削減

Ⅲ. 水使用量の削減

　　　　注）　環境に配慮した工事の推進：騒音、振動、粉塵抑制、建設副産物の分別、リサイクル推進、
　　　　　　　仮設資材リユース、残置型プレキャストｺﾝｸﾘｰﾄ型枠使用

　産業廃棄物

環境に配慮した工事
の推進 環境に配慮した工事の推進

6 ページ



（２）２０２２年度の実績

基準年度 目標 実績 達成度 評価

kg-CO2 26,168 25,906 26,050 99%

対基準 　 ‐１% -0.5%

kWh 10,583 10,477 10,555 99%

kg-CO2 3,535 3,499 3,525.4

対基準 ‐１% -0.3%

L 9,695 9,598 9,542 101%

kg-CO2 22,492 22,267 22,138

対基準 ‐１% -1.6%

L 55 54 150 36%

kg-CO2 141 140 387

対基準 ‐１% 173.2%

kg 180.0 178.2 177.0 101%

対基準 ‐１% -1.7%

t 27.9 27.6 17.4 ‐

（参考値） ‐１%

㎥ 59.0 58.4 34.0 172%

対基準 ‐１% -42.4%

件 ‐

対基準

注)評価欄にて、○：達成’１００％以上）、△：やや未達成（１００％未満～９５％）、×：未達成（９５％未満）

×

Ⅳ. 環境に配慮した

Ⅲ．水使用量の削減

　軽油使用量の削減

△　電力使用量の削減

環境に配慮し
工事推進 〇

　　　　　　工事の推進

〇

一般廃棄物の削減

Ⅱ．廃棄物排出量

環境に配慮し
た工事推進

（12件）

○

実績

 　産業廃棄物の適正処
理

２０２１年度
基準年度

　ガソリン使用量
　　の削減

〇

〇

環境に配慮し
た工事推進

（12件）

Ⅰ．二酸化炭素
　　排出量合計

△

　　　　　　　　　　　　       年　度
　　項　目

（２０２２年１月～２０２２年１２月）
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６．環境活動の取り組み計画と評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

（目標やや未達成）
△

（目標やや達成）

〇

（目標達成）

〇

〇

〇

（目標未達成）

〇

△

〇

〇 今後も教育を実施するとともに、意識付けを行う。

◎ 削減できているが、これからも意識付けを徹底する。

◎ 削減できているが、これからも意識付けを徹底する。

〇 引き続き法規制遵守に努める。

〇 さらに管理徹底を周知する。

〇 さらなる教育を行っていく。

〇

〇

かなり意識が定着してきたので、さらにエコドライブを実行する。

実行はできているので、引き続き取り組む。

・空調温度温の適正化
（冷房27℃暖房20℃）

△
意識付けが出来ているが、猛暑や業務増加のため目標達成ができ
ていないので、節電に努めていく。

・無駄なコピー用紙使用削減

（目標達成）

空調管理ができており、引き続き取り組む。

・空気圧、オイル等の定期点検

・書類の簡素化推進

・空気圧、オイル等の車両点検

一般廃棄物の削減

実行はできているので、引き続き取り組む。

・建機の省エネ運転の教育

・マニフェストの適正管理

〇

・日常的な節水の周知徹底

（目標達成）

（目標達成）

・車輌洗車時の節水を徹底 節水を心掛けるよう引き続き教育により意識徹底する。

移動の効率化を図っていく。

定期的に点検することを心掛けるようになったので継続する。

節水を心掛けるよう引き続き教育により意識徹底する。

定期的に点検することを心掛けるようになったので継続する。

・環境に配慮した工事の推進

環境に配慮した工事の推進

ガソリン使用量の削減

・アイドリングストップ

軽油使用量の削減

今後も環境に配慮した工事の推進を行っていく。

（下記の通り）

・環境関連法規制等遵守

取り組み計画

・空調設備の無駄な運転を削減

水使用量の削減

・3Rの徹底

産業廃棄物の適正処理

・アイドリングストップ

（目標達成）

・エコドライブ教育

・エコドライブ教育

（下記の通り）
二酸化炭素排出量の削減

評　価（結果と次年度の取り組み内容）

電力使用量の削減
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７．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

８．代表者による全体の評価と見直し・指示

対策地域内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

2023年2月6日

振動規制法

　
　当社は、良い自然環境を次世代に残すための取り組みの大切さを社員全員が意識できるよう、エコアクション21
に取組はじめました。社員への教育は行いましたが、徹底はまだまだ不十分であります｡
　３Ｒなど、無駄をなくす取り組みを行っていますが、今後は更なる啓蒙活動を行い、全社員への徹底を図ってい
きます。
　目標を設定し、目標をクリアできるよう環境活動に積極的に取り組みます。
　
　方針、目標、計画、実施体制については、事業活動に大きな変更がないため、変更しません。

特定建設作業届出、規制基準遵守

適用される法規制

特定建設作業届出、規制基準遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

建設廃棄物の再資源化の促進

騒音規制法

建設リサイクル法

マニフェスト交付、産業廃棄物管理票交付状況報告書の提出

委託基準：一廃、産廃収集業者の許可の確認、契約

自動車NOｘ・PM法

代表取締役　 辻　尚人

廃棄物処理法

遵守すべき要求事項
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